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平 成 2 9 年 度

国際シンポジウム・ワークショップ

［チラシ・表面］
劇場の未来を考えるー課題解決型シアターマネジメント2018－

［チラシ・裏面］
劇場の未来を考えるー課題解決型シアターマネジメント2018－



平 成 2 9 年 度

国際シンポジウム 開催風景

開催日時：2018年3月5日（月）14：30 ー 17：30
基調講演：クサビエ・グレフ
アドバイザリー：齋藤 譲一、津村 卓、林 伸光、本杉 省三

ワークショップ 開催風景

開催日時：2018年3月6日（火）10：30 ー 14：30
協力劇場研修生による劇場紹介（全9劇場のうち劇場出席）



平 成 3 0 年 度

事業概要

開催日時：2018年3月5日（月）14：30 ー 17：30
会場：政策研究大学院大学

特別講座DVD

課題解決型のシアターマネジメントに向けた
次世代リーダー育成のためのプログラムの開発
特別講座 全29回 収録（Disc1. ～ Disc7.）
制作：政策研究大学院大学 公共政策プログラム文化政策コース



平 成 3 0 年 度

国際シンポジウム・ワークショップ

［チラシ・表面］
劇場の未来を考えるー課題解決型シアターマネジメント2019－

［チラシ・裏面］
劇場の未来を考えるー課題解決型シアターマネジメント2019－



平 成 3 0 年 度

国際シンポジウム 開催風景

開催日時：2019年2月20日（水）14：00 ー 17：15
基調講演：クサビエ・グレフ
インターネット調査結果概況説明：垣内 恵美子

ワークショップ 開催風景

開催日時：2019年2月21日（木）10：00 ー 13：00
協力劇場研修生による劇場紹介（全16劇場のうち11劇場出席）
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The German Theatre Landscape : An Overview 

Dec 19（Wed）16：40－18：10

Theatres have along tradition in Germany. Rooted in Greek, Christian and 
feudal history, theatres play an important role in the German society and in 
public life, both in an educational and an entertaining dimension. All cities in 
German with a population above 200.000 have a public theatre maintain 
local companies offering frequent performances of operas, dramas and 
dance as well as classical music, financed from local budgets. In addition a 
wide range of smaller theatres and theatre festivals as well as folk theatres 
can be found in large, medium-size and small cities across the country. 
Education in secondary schools introduces students into the theatre tradition 
and organizes voluntary theatre groups. A large number of colleges and 
specialised universities offer professional education in the field. Private and public television and 
film corporations benefit from their educational and training competence. The presentation will 
give an introductory overview over the German theatre landscape, describe challenges and 
achievements, and assess the importance of the theatre landscape for urban development in 
times of value changes caused by globalization and digitalization.

Prof. Klaus R. Kunzmann

KLAUS R. KUNZMANN was professor at the School of Planning and Director of Research of the 
Institut für Raumplanung at Universität Dortmund and he held the Jean Monnet Chair of
Spatial Planning in Europe until his retirement. He received a Honorary PhD from the University 
of Newcastle-upon-Tyne, is honorary professor of the Bartlett School of Planning at the 
University College London and visiting professor of the Dong Nam University in Nanjing/ China.
As visiting professor he has taught at many universities in Europe, the US and in China. He 
published numerous books and articles on creative and cultural industries, territorial planning
in Europe and China, regional restructuring, the role of culture in urban development, and on 
creative, knowledge and smart city development.

■ Venue : GRIPS Meeting Room 3A / 3F, National Graduate Institute for Policy Studies
■ Organizer : GRIPS Cultural Policy Concentration
■ Language : English（日本語通訳有）
■ Admission : Free. Registration required.
■ Entry is free and registration is required. Mail to culture@grips.ac.jp.
■ 主催 政策研究大学院大学公共政策プログラム文化政策コース ディレクター・教授 垣内恵美子

文化を巡る政策最前線シリーズ 2018（第 59回）・平成 30年度 文化庁 大学における文化芸術推進事業

GRIPS CULTURAL POLICY CONCENTRATION 
SPECIAL SEMINAR 2018

政策研究大学院大学公共政策プログラム文化政策コース
https://www.culture.grips.ac.jp

伝統芸能「歌舞伎」のインバウンド検証の現状
講師：船越 直人氏（松竹株式会社 執行役員 統括部長）

日時：6 月 25 日（月）18：30－20：00｜会場：8階 C813コモンスペース
歌舞伎座、新橋演舞場、大阪松竹座をはじめとする劇場において、歌舞伎の興行を手掛ける松竹株式会社。訪日外国人が
増える中で、歌舞伎座においてもインバウンド対策が必要となってきている。集客をはじめ、どういった取組を現在歌舞
伎座が行っているかについて、紹介を行う。

講師プロフィール
平成 3 年に松竹株式会社に入社後歌舞伎座にて勤務。平成 6 年より南座、大阪松竹座をはじめ、関西を
中心とした演劇業務に従事する。平成 15 年より、歌舞伎製作プロデューサーを務め、「NINAGAWA 十二
夜」などを担当し、同公演の訪英公演を実施。平成 21 年から第四期歌舞伎座閉場まで同劇場の副支配人
を務め、その後新橋演舞場にて支配人を務める。平成 24 年より第五期歌舞伎座の歌舞伎座開場準備室室
長を務め、平成 25 年新開場と同時に同劇場支配人となる。平成 26 年に松竹株式会社執行役員演劇興行
担当となり、平成 29 年より演劇統括部長も兼務する。

無形の民俗文化財と地域社会
講師：石垣 悟氏（文化庁文化財部伝統文化課 民俗文化財部門 文化財調査官）

日時：7 月 13 日（金）18：30－20：00｜会場：8階 C813コモンスペース
地域社会に受け継がれてきた祭りや芸能に代表される無形の民俗文化財は、私たち日本人の暮らしを支えてきた文化財
であると同時に、今も地域社会の暮らしに密着した生きた文化財でもあります。地域社会が大きな岐路に立ち、地方創生
が声高に叫ばれる中、無形の民俗文化財をどのように保存し、また活用していくのか、国の進める政策や現場の声、さら
には民俗学的な視点も交えながら、今後の可能性を考えてみます。

講師プロフィール
文化庁文化財部伝統文化課 民俗文化財部門 文化財調査官。1974 年秋田県秋田市生まれ。筑波大学大学
院歴史人類学研究科、新潟県立歴史博物館学芸課研究員を経て現職。主な著書に 「ムラを評価すること」
『日本民俗学 231 号』（日本民俗学会、2002）、『日本の民族〈4〉食と農』（共著、吉川弘文館、2009）、
「労働としての田植え、行事としての田植え」『壬生の花田植の過去 ・現在 ・未来』（吉川弘文館、2015）
などがある。2003 年に日本民俗学会研究奨励賞受賞。

■ 主催：政策研究大学院大学公共政策プログラム文化政策コース ディレクター・教授 垣内恵美子

■ 言語：日本語

■ 入場料：無料（要事前申込み）

■ 参加をご希望の方は、①氏名、②所属、③メールアドレスを明記の上、

culture@grips.ac.jp までお申し込みください。

文化を巡る政策最前線シリーズ 2018（第 57回・第 58回）・平成 30年度 文化庁 大学における文化芸術推進事業

GRIPS CULTURAL POLICY CONCENTRATION 
SPECIAL SEMINAR 2018

政策研究大学院大学公共政策プログラム文化政策コース
https://www.culture.grips.ac.jp

芸術団体の社会的責任とそれを支える芸術的・教育的取り組みについて
～LAフィルのCEO（最高経営責任者）＆ COO（最高執行責任者）とのダイアローグ～

2019年 3月 21日（祝・木）10：00－12：30
今年で 100 周年を迎えたロサンゼルス・フィルハーモニックは、いかにして年間予算 130 億円、基金 350
億円、アメリカで最大規模のオーケストラになったのか。LA フィルの CEO Simon Woods 氏と、芸術面
を担当する COO Chad Smith 氏を迎え、参加者とのダイアローグを交えながら、芸術団体が果たすべき
社会的な役割・責任について、経営面と芸術面から具体的に議論する。

サイモン・ウッズ / Simon Woods（LAフィル 最高経営責任者 CEO）

ロイヤルスコットランド国立オーケストラとニュージャージー交響楽団の CEO、フィラデルフィ
ア交響楽団の芸術 ・運営制作部長、シアトル交響楽団の最高経営責任者を 7 年間歴任。同響を芸術
的のみならずコミュニティにおける役割や社会的インパクトへのコミットメントにより組織を成
長させてきた。1980 年代には、ロンドンの EMI クラシックのレコードプロデューサーとして名盤
を多数制作。 2018 年より現職。その一方で長期に渡りアメリカオーケストラ連盟で次世代のオー
ケストラリーダーの育成に取り組んでいる。ロンドン生まれ。ケンブリッジ大学で音楽の学位を、
ギルドホール音楽演劇学校大学院で指揮法の学位を取得。

チャド・スミス / Chad Smith（LAフィル 最高執行責任者 COO）

2000 年、New World 交響楽団で指揮者ティルソン トーマスのもとキャリアを始め、 2002 年に LA
フィルに着任し、サロネンやデュダメルとともに、芸術分野横断的なプロジェクトや大規模フェス
ティバル、現代音楽プロジェクトに参画してきた。一時ニューヨーク・フィルハーモニックの企画
責任者を務めた後、2006 年に復帰し芸術部門の部長、2015 年から現職、オーケストラの芸術・企
画制作・教育部門を統括。ロサンゼルス郊外のオーハイ音楽祭の次期芸術監督。タフツ大学でヨー
ロッパ史を専攻、芸術学学士、ニューイングランド音楽院で声楽の修士を取得。

日 時：2019年 3月 21日（祝・木）10:00-12:30
会 場：政策研究大学院大学 大講義室 L（5 階）

東京都港区六本木 7-22-1
最寄駅：日比谷線六本木駅・東京メトロ千代田線乃木坂駅

http://www.grips.ac.jp/jp/about/access/
ゲストスピーカー：Simon Woods, ロサンゼルス・フィルハーモニック 最高経営責任者

Chad Smith, ロサンゼルス・フィルハーモニック 最高執行責任者
参加料：無料、エントリー締め切り：3月 15日（金）
定 員：70 名 (先着順)
言 語：英語（日本語通訳有）
申込・問合せ：http://urx3.nu/SHNc
主 催：一般社団法人 Music Dialogue、政策研究大学院大学
協 力：公益社団法人 全国公立文化施設協会、公益社団法人 日本オーケストラ連盟、株式会社 AMATI

文化を巡る政策最前線シリーズ 2019（第 60回）・平成 30年度 文化庁 大学における文化芸術推進事業

GRIPS CULTURAL POLICY CONCENTRATION 
SPECIAL SEMINAR 2019

政策研究大学院大学公共政策プログラム文化政策コース
https://www.culture.grips.ac.jp

申込フォーム
ページへ

▼

スピーカープロフィール

平 成 3 0 年 度

関連講座

［チラシ］
特別セミナー
文化を巡る政策最前線シリーズ2018
第57回・第58回
伝統芸能「歌舞伎」のインバウンド検証の現状
講師：船越 直人氏
　　  （松竹株式会社 執行役員 統括部長）

［チラシ］
特別セミナー
文化を巡る政策最前線シリーズ2018 第59回
The German Theatre Landscape : An Overview
講師：クラウス・クンツマン
　　　（ドルトムント大学名誉教授）

［チラシ］
特別セミナー
文化を巡る政策最前線シリーズ2018 第60回
芸術団体の社会的責任とそれを支える芸術的・教育的取り組みについて
～ LAフィルのCEO（最高経営責任者）＆ COO（最高執行責任者）とのダイアローグ～
講師：サイモン・ウッズ（LAフィル 最高経営責任者 CEO）
　　　チャド・スミス（LAフィル 最高執行責任者 COO）



2 0 1 9 年 度

事業概要 ハンドブック（WEB版）
アートマネジメントのための特別講座などの
オープンアクセス化を図る。
政策研究大学院大学 公共政策プログラム
文化政策コースのWEBサイト上にて公開。
https://www.culture.grips.ac.jp/2019

ハンドブック公開ページへ
アクセス



国際シンポジウム・ワークショップ

［チラシ・表面］
劇場の未来を考えるー課題解決型シアターマネジメントFINAL－

［チラシ・裏面］
劇場の未来を考えるー課題解決型シアターマネジメントFINAL－

2 0 1 9 年 度



劇場の
未来を考える
The Future of Theater  : Problems and Solut ions

課題解決型シアターマネジメント FINAL 2 019年11月2 6日［火］

国際シンポジウム

PART I  基調講演
「文化政策はどこに向かっていくのか」
 International Symposium on the Role of Cultural Policy in Development

Prof. Xavier Greffe
（クサビエ・グレフ 教授）

垣内 恵美子 教授

Prof. Klaus R. Kunzmann
（クラウス・クンツマン 教授）

2 劇場の
未来を考える
The Future of Theater  : Problems and Solut ions

課題解決型シアターマネジメント FINAL 2 019年11月2 6日［火］

国際シンポジウム

PART II  館長会議
「劇場が地域社会にできること - 地方文化政策の再構築」

What Can Theaters Do for Local Development?

5

国際シンポジウム 開催風景

開催日時：2019年11月26日（火）14：00 ー 17：30
PART I  基調講演
クサビエ・グレフ、クラウス・クンツマン

開催日時：2019年11月26日（火）14：00 ー 17：30
PART II 館長会議
モデレーター：本杉 省三　パネリスト：齋藤 譲一、津村 卓、林 伸光、協力劇場館長 他

2 0 1 9 年 度



劇場の
未来を考える
The Future of Theater  : Problems and Solut ions

課題解決型シアターマネジメント FINAL

7

③地域社会との連携
神戸文化ホール、北上市文化交流センター さくらホール、
ミューザ川崎シンフォニーホール、森の劇場 しいの実シアター（松江市八雲林間劇場）

②観客創造
神奈川県民ホール、南城市文化センター・シュガーホール、パティオ池鯉鮒（知立市文化会館）

①文化創造・発信
北九州芸術劇場、穂の国とよはし芸術劇場 PLAT、りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館

ワークショップ
研修生によるパネルディスカッション

2 019年11月2 7日［水］

劇場の
未来を考える
The Future of Theater  : Problems and Solut ions

課題解決型シアターマネジメント FINAL

9

クローズドセミナー
2 019年11月2 7日［水］
2018年度インターネット調査分析結果についての報告

ワークショップ 開催風景

開催日時：2019年11月27日（水）10：30 ー 12：30
協力劇場研修生によるパネルディスカッション（全16劇場のうち10劇場出席）

クローズドセミナー 開催風景

開催日時：2019年11月27日（水）14：00 ー 16：00
研修生及び協力劇場関係者を対象としたセミナー
2018年度インターネット調査分析結果についての報告：垣内 恵美子

2 0 1 9 年 度




